
咋
の
一
概
は
、
何
か
こ
気
ぜ
わ
レ
く
、
ま
た
4
J
鈴
柄
、
緩
日
山
器
日
刊
の
使
内

J

が
明
え
、
火
に
対
す

る
注
意
が
お
ろ
そ
か
に
な
り
、
火
災
打
数
が
増
加
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
治
的
卒
部
で
は
、
十

パ一

fι
パ
か
ら
一

L
i

け
ま
で
の
週
間
在
、
肢
末
火
災
科

Jm一日U
A伐

L

と
レ
、
防
火
管
専

の
徹
底
を
時
び
掛
け
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
λ
、
火
の
凡
に
γ
分
は
い
草
し
て
く
ど
さ
い
c

を
み
る
と
、
戸
締
ま
り
が
で
き
て

い
な
い
家
や
道
路
か
ら
少
し
奥
ま

っ
た
家
な
ど
、
人
自
に
つ
き
に
く

く
、
入
り
や
す
い
家
が
多
く
ね
ら

わ
れ
て
い
ま
す
。

放
火
を
防
く
に
は
、
し
っ
か
り

消
防
本
部
で
は
、
市
川
氏
の
み
な
東
一
台
、
救
急
車
問
台
を
忌
僑
し
、
一
ド
締
ま
り
を
し
、
家
の
潤
闘
を
切

さ
ん
に
明
る
く
楽
し
い
お
志
向
け
を
燃
料
も
一
時
間
以
上
球
動
で
き
る
る
く
し
て
、
紙
類
等
の
燃
え
や
す

迎
え
て
い
た
だ
く
た
め
、

f
パ
ょ
う
徳
川
休
し
て
い
ま
す
。
い
物
を
讃
か
な
い
と
と
で
す
。

一
一
十
五
日
か
ら
一
退
問
を
「
歳
未
一

β
、
十
九
の
消
防
分
間
で
は
、
毎
年
多
い
こ
ん
ろ
の
火
災
は
、

火
災
特
別
刑
執
す
成
」
と
し
て
、
令
消
七
一
月
一
一
十
九
汀
か
ら
三
十
一
日
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
が
除
菌
で

的
機
関
を
動
員
し
、
万
全
な
態
勢
ま
で
の
一
一
一
口
問
、
午
後
七
時
か
ら
発
生
し
て
い
ま
す
一
。
例
一
ス
ば
、
天

を
整
え
ま
す
。
十
一
一
時
ま
で
、
分
間
山
間
!
?
人
を
分
ぷ
ら
を
掲
げ
て
い
る
と
き
に
、
議

印
刷
問
問
中
は
、
消
防
み
部
、
消
防
向
山
庁
合
に
待
機
さ
せ
、
…
飼
部
隊
誌
や
急
な
来
客
が
あ
っ
て
、
そ
の

明
昔
、
消
防
分
間
山
が
地
域
の
巡
沼
と
と
し
て
初
動
場
勢
の
万
全
を
mwm
っ
場
か
ら
制
離
れ
た
す
き
に
、
火
が
ま

火
災
予
妨
を
呼
び
掛
け
ま
す
。
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
ぎ
の
巡
回
わ
っ
て
火
災
に
な
る
7
1
ス
が
任

州
刑
紡
盟
唱
で
は
、
本
軍
官
を
始
め
五
警
備
4
門
戸
打
い
ま
す
。
倒
的
で
す
。

出
張
所
(
命
保
@
神
治
@
南
原
・
そ
し
て
、
治
め
警
の
職
員
と
分
た
ほ
こ
も
常
に
火
災
原
則
闘
の
上

金
目
・
大
野
)
と
、
土
屋
分
選
一
所
団
員
の
士
気
を
高
め
る
た
め
、
一
一
位
(
一

0
・七
h
h
)

を
占
め
て
い

を
含
め
た
九
部
隊
を
常
時
待
機
注
十
九
臼
(
火
)
の
夜
は
消
紡
長
と
ま
ず
。
主
な
原
泊
は
、
①
歩
行
中

受
い
つ
で
も
出
動
で
き
る
槙
勢
消
防
閉
山
長
が
、
二
一
十
行
(
水
)
の
の
喫
煙
後
の
吸
い
が
ら
の
投
げ
捨

を
務
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
は
し
夜
は
市
長
が
、
そ
れ
ぞ
れ
出
張
所
て
②
仇
血
に
置
い
た
ま
ま
消
し

ご
車
一
一
一
台
、
化
学
消
防
自
動
車
一
一
や
分
団
庁
合
を
巡
回
し
て
激
励
し
忘
れ
③
消
し
た
つ
も
り
の
灰
m仙

台

、

ポ

ン

プ

車

八

ム

口

、

救

助

工

作

ま

す

。

の

吸

い

が

ら

を

ご

み

か

ご

へ

④

9

1

7

司

旬

一

!

?

i

!

穫

た

ば

こ

で

す

。

F
時

J
1穐
喝
事
政
ド

m
h事
'
h
f
h
p

崎、2
8
F
f

、48F
、

護

し

一

日

観

藷

鵠

館

関

誌

決

議

火

災

を

紡

ぐ

に

は

、

た

ば

こ

の

4
弓

4

;

ι

a

:

6

投
げ
捨
て
や
寝
た
ば
こ
を
や
め
る

昨
年
一
年
間
に
続
き
た
市
内
の
ま
で
の
四
か
月
間
で
四
二
軒
を
占
こ
と
。
灰
皿
に
水
を
張
り
、
喫
開
…

火
災
件
数
は
百
十
二
件
で
、
二
億
め
、
時
間
帯
で
は
、
午
後
一
一
時
か
場
所
を
決
め
る
こ
と
で
す
。

二
千
八
百
九
十
二
万
汚
の
損
害
弱
ら
一
一
一
待
ま
で
の
二
十
一
一
件
が
一
番
子
供
の
火
滋
び
か
ら
の
火
災
も

と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
十
多
く
、
続
い
て
真
夜
中
の
午
前
零
多
い
の
で
、
ラ
イ
タ
ー
等
は
子
供

一
用
末
現
在
で
八
寸
五
件
の
火
災
時
か
ら
四
時
ま
で
の
十
九
件
が
自
の
手
の
扇
か
な
い
所
へ
置
く
こ
と

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
立
っ
て
お
り
、
全
体
の
三
七
一
一
引
を
も
大
切
で
す
。

月
別
で
は
、
十
一
一
同
円
か
ら
三
月
点
め
て
い
ま
す
。
年
の
瀬
で
あ
り
、
祭
気
も
乾
燥

持
ザ
ヘ

f
弘、ノ
F
官』
1
E
、t
r
F
場

i
s
ご

し

て

い

る

の

で

、

寝

る

前

や

留

守

護

リ

ノ

パ

以

第

ー

し

文

才

棋

に

す

宣

言

、

必

ず

火

の

元

を

点
検
し
て
い
た
だ
き
、
尊
い
生
命

火
災
の
主
な
原
因
を
見
で
み
る
一
番
多
く
、
こ
ん
ろ
が
十
八
件
、
と
財
産
を
失
わ
な
い
よ
う
十
分
ご

と
、
放
火
の
疑
い
が
二
十
一
件
で
た
ば
こ
が
十
七
件
、
た
き
火
が
九
注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
消
防
水

件
、
火
遊
び
と
ス
ト
ー
ブ
の
六
件
利
の
あ
る
所
に
は
、
絶
対
車
を
止

と
続
い
て
い
ま
す
。
放
火
の
特
徴
め
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

火
災
予
関
条
捌
聞
の
一
部
を
改
正

平
塚
市
火
災
予
紡
条
例
が
一
部
ほ
か
、
デ
ィ
ス
コ
等
の
避
難
路
確

改
正
さ
れ
ま
し
た
。
保
も
定
め
て
い
ま
す
。

主
な
改
正
点
は
、
石
油
や
ガ
ス
詳
し
い
こ
と
は
、
潟
防
本
一
部
分
ア

等
寄
使
用
し
て
い
る
ボ
イ
ラ
ー
設
防
課
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

警

の

立

ち

消

え

や

覇

防

止

装

調

路

出

都

武

田
慢
の
設
置
と
、
大
刑
祝
勝
一
一
周
設
備

(
入
力
三
十
万
J
江
毎
時
)
の
新
春
を
飾
る
…
恒
例
行
事
の
「
平

不
燃
物
区
画
(
妨
火
壁
等
)
を
義
塚
市
消
防
出
初
式
は
、
一
月
六
日

務
付
け
ま
し
た
。
ま
た
、
空
き
家
(
水
)
午
前
十
時
か
ら
総
合
公
扇

等
の
所
有
者
に
は
、
侵
入
防
止
や
で
間
開
催
さ
れ
ま
す
。
ご
家
族
連
れ

可
燃
物
等
の
撤
去
を
義
務
付
け
た
で
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

取
材
で
一
番
苦
労
す
る
の
は
、

地
域
性
に
富
む
タ
イ
ム
リ
ー
な
内

容
を
見
つ
け
る
こ
と
。
そ
し
て
何

よ
り
も
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
警
に

な
ら
な
い
よ
う
気
を
川
叩
け
る
こ
と

だ
そ
う
で
す
。
そ
れ
は
、
そ
の
ま

ま
コ
ン
ク
ー
ル
の
選
考
基
準
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
受
賞
し
た
四
月
号
の
ト
ッ

プ
記
事
「
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
気

を
付
け
て
」
「
ド
ラ
J

パ
1
の
方

へ
」
は
、
道
婚
が
狭
い
う
え
に
交

通
量
の
激
し
い
通
学
路
を
、
無
事

守
下
校
で
き
る
よ
う
に
と
い
う
巡

査
長
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
暴
力
開
山
追
放
の

「
許
す
な
、
ミ
ン
ボ
ー
」
、
地
域

で
一
発
生
す
る
盗
難
を
調
べ
て
住
民

に
注
意
を
司
つ
な
が
す
「
水
曜
と
木

濯
は
ド
ロ
ボ
!
大
好
き
」
な
ど
、

庁
保
安
部
長
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
ユ
ニ
ー
ク
な
見
出
し
が
読
む
人
の

コ
ン
ク
ー
ル
は
、
今
年
で
二
十
心
を
捕
え
ま
す
。
そ
し
て
、
「
ま

一
一
間
百
。
受
食
さ
れ
た
真
土
駐
を
ち
の
良
い
子
」
、
駐
在
所
へ
「
お

所
の
佐
山
義
則
巡
査
哀
を
訪
ね
、
茶
を
飲
み
に
き
ま
せ
ん
か
」
な

受
賞
の
喜
び
ゃ
作
成
の
ご
苦
労
を
ど
、
明
る
く
ホ
ッ
ト
な
話
題
も
忘

う

か

が

い

ま

し

た

。

れ

ま

せ

ん

。

「
真
土
駐
在
所
だ
よ
り
」
は
、
忙
し
い
合
い
簡
を
ぬ
っ
て
の
広

ワ
ー
プ
ロ
で
編
集
さ
れ
た

B
m判
報
紙
づ
く
り
、
地
域
と
警
察
の
パ

一
ペ
ー
ジ
で
、
毎
月
一
回
発
行
さ
イ
ブ
役
に
な
れ
ば
と
語
っ
て
お
ら

れ
、
真
土
自
愛
妻
過
し
て
閲
覧
れ
ま
し
た
。

さ

れ

て

い

ま

す

。

イ

ン

タ

ビ

ュ

ー

を

終

え

て

、

外

レ
タ
リ
ン
グ
の
腕
前
も
な
か
な
に
出
た
巡
査
長
の
日
は
、
今
ま
で

か
の
も
の
、
イ
ラ
ス
ト
が
ふ
ん
だ
の
柔
和
な
そ
れ
と
違
っ
て
、
行
さ

ん
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
て
、
大
交
う
車
を
追
う
、
厳
し
い
図
に
変

人
か
ら
子
供
ま
で
続
し
め
る
よ
う
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

に
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

ア
ム
吉
田
出
派
出
所
帯
黙
々
所
広
報

紙
コ
ン
ク
ー
ル
」
が
、
去
る
十
月

十
九
日
に
誉
総
出
庁
で
一
開
催
さ
れ
、

神
奈
川
川
黒
か
ら
応
募
し
た
「
真
主

駐
在
所
だ
よ
り
」
が
、
み
ご
と
応

募
総
数
五
十
七
紙
の
中
か
ら
警
察

nu 
n
w
J
 



い
よ
い
よ
年
の
瀬
O

A

年
の
総
決
箆
の
時
印
刷
で
あ
る
が
、
毎
年
こ
の
時
期
に
な
る
と
、
気
せ

わ
し
い
心
の
す
き
を
つ
い
て
交
通
事
故
や
犯
罪
が
増
加
す
る
。
こ
の
た
め
、
平
塚
答
察
署
で
は

取
り
締
ま
り
を
強
め
る
一
方
、
飲
酒
運
転
な
ど
で
交
通
事
政
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
、
ま
た
空
き

巣
な
ど
の
被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
呼
び
掛
け
て
い
る
。

高
い
割
合
を
ぷ
し
て
い
る
。

。給食翻獲量襲。@翁・務干名

.日目和29年 4丹 2臼以降に出生した女子

.給食言曙理場で調理に従事する

rg受付 12fl15 !ヨ(必~24悶やり

。受験申込書撃の諮求 教育委員会教育総

務課庶務係(内線511)

。校務作幾重量...・H ・..… 1名

昭和29年 012El以降に出生した男子

.小学校の校務作業に従慕する

第 497慧

く
、
飲
棚
田
運
転
の
増
加
が
予
想
さ
一

れ
る
た
め
、
欽
溺
運
転
の
多
い
時
一

開
講
を
中
心
に
市
内
を
巡
回
す
る
一

な
ど
、
取
り
締
ま
り
を
議
め
る
こ
一

と

に

し

て

い

る

。

一

欽
溜
ド
ラ
イ
バ
ー
の
多
く
は
、
一

「
車
宇
品
飽
い
て
帰
れ
な
か
っ
た
」
一

と
か
「
酔
い
が
さ
め
た
と
慾
っ
た
ニ
司
♂
一
い
戸
締
り
を
忘
れ
、
空
き
巣
に
人
一
だ
き
た
い
。

と

い

う

よ

う

に

、

自

分

に

都

合

良

一

一

一

ら

れ

る

ケ

ー

ス

が

多

い

。

…

。

乗

り

物

の

常

識

懇

に

ご

用

心

/

く

判

断

し

、

ハ

ン

ド

ル

を

援

っ

て

一

機

滋

対

一

市

内

に

お

け

る

4
F犯
罪
の
約
九
一
・
自
転
車
の
防
犯
登
録
を

し
ま
っ
た
ケ

12ぃ。
一

望

一

0
5
2章、
十
月
末
一
籍
登
録
し
、

E号
、

交
潜
事
故
全
体
の
場
合
は
、
約
一

o
c
一
ま
で
に
昨
年
よ
り
約
一
千
百
件
も
一
氏
名
を
は
っ
き
り
書
い
て
お
こ
う
。

六
十
三
件
に
一
件
の
割
合
で
死
亡
一

μ

一
多
い
一
一
千
九
百
六
十
九
件
を
数
、
凡
な
お
、
防
犯
号
室
2

転
車
絞
亮
一
民
民
主
は
け
が
や
病
気
に
よ
一
カ
イ
ブ
う
す

事
故
に
な
っ
て
い
る
が
、
飲
酒
運
一
一
、
一
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
増
加
が
ヱ
忠
で
手
続
き
が
で
き
る
c

華
料
…
っ
て
働
け
な
く
な
っ
た
と
章
、
了

1
2日
芸

一

転

に

よ

る

事

紋

の

安

母

、

約

六

…

一

一

相

心

さ

れ

る

た

め

、

十

一

一

月

二

十

日

一

五

百

円

…

老

一

部

と

な

り

収

入

岸

得

る

の

が

週

一

館

件
に
一
件
と
、
実
に
十
倍
以
上
も
…

1

一
か
ら
一
刀
一
日
ま
で
の
十
五
日
潟
、
了
車
、
ォ
l
ト
ハ
イ
の
路

t
駐
車
一
難
に
な
っ
た
と
き
に
、
生
活
の
苓
了

1
2日
(
金

三

5

5

5

5

一

炉

、

一

平

…

警

察

官

官

で

は

、

年

末

年

始

特

一

は

や

め

よ

う

一

磯

と

な

る

べ

き

資

一

同

を

年

金

と

し

一

館

選
に
い
か

9

j

方

イ

は

レ

し

民

セ

ま

月

川

町

一

‘

一

郎

警

戒

体

制

を

と

り

、

犯

罪

や

事

…

路

ど

に

飲

置

し

て

お

く

と

盗

難

一

て

支

給

す

る

制

度

で

、

日

本

に

伶

7
1
5ぬ
日
(
火
)

誌

記

諸

問

広

州

J

則

士

山

川

一

こ

の

料

理

重

量

り

史

故

防

止

を

呼

び

掛

け

る

。

一

に

あ

う

ケ

1
5多
く
な
る
。
必
一
む
一
高
か
ら
ん
ハ
白
歳
未
満
の
だ
一
館

か
な

m
o
u
鋭
の
ホ
つ
つ
は
家
院
な
す
昨
日
一
の
盗
難
が
多
く
な
る
ほ
か
、
賢
い
一
み
な
さ
ん
も
開
明
る
い
新
認
が
迎
一
ず
駐
車
場
を
利
用
し
よ
う
。
ま
た
一
れ
も
が
加
入
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
一
器
時
間
は
午
前
9
時

ぷ

聞

に

官

附

刊

誌

市

江

紘

一

、

M

M

M

明
江
一
物
初
も
う
で
、
旅
行
な
ど
で
家
一
え
ら
れ
る
よ
う
、
き
物
の
襲
、
ー
か
ら
離
れ
る
と
き
は
必
ず
キ
I
一

い

る

。

一

3
時

一

定

。

(

震

略

)

2
末
た
週
と
か
方
「
一
存
物
タ
ど
市
休
み
す
一
が
き
に
す
る
機
会
が
き
さ
一
言
栄
、
言
、
ひ
っ
た
く
り
に
一
奇
抜
き
、
に
ア
ロ
ッ
ク
を
し
て
お
一
保
険
料
は
未
納
の
ま
ま
に
し
て
す
持
参
す
る
も
の
納
付
費
年
了
討
会
保
険
庁
長
官
表
彰

信
欄
r
j
j
u
r
m
m
口

J
J
j

札
附
の
日
…
町
一
の
に
加
え
、
気
ぜ
わ
し
さ
か
ら
つ
一
あ
わ
な
い
よ
う
と
A
を

つ

け

て

い

た

一

こ

う

。

一

お

く

と

、

万

の

事

故

や

病

気

の

一

金

手

際

一

日

間

人

会

、

小

童

婦

人

部

平
て
策
い
で
写

ι
i
H

ヨ

磁

ピ

ム

書

日

館

僚

縦

ぺ

J

L

O

向
ま
さ
巣
に
ご
開
閉
心
/
…
と
き
に
年
金
品
A
1け
ら
れ
な
い
ば
一

日

誌

船

制

服

い

な

ト

ト

制

約

伊

勝

一

い

一

ト

そ

の

他

A
ム

マ

書

け

の

習

慣

を

…

か

り

か

、

将

来

の

老

後

最

壁

一

に

あ

み

務

山

氏

]

之

、

拍

ら

京

設

と

斗

拾

庭

鏑

草

鉱

山

一

言

己

出

来

心

約

半

数

が

鍵

の

掛

け

一

な

く

な

っ

て

7

υ

ま

う

。

保

険

料

は

一

正
咋
沼
山
凶
器
汚
明

1
2一

U
M
M
M
H持

一

山

市

忘

れ

の

な

い

よ

う

i

r詰
主
計

r
z
r肘休
立

一

ト

イ

レ

な

と

の

小

さ

な

窓

に

量

一

な

お

、

約

め

忘

れ

の

あ

る

万

や

一

2
な

な

従

口

却

り

へ

の

(

発

ご

で

会

せ

噛

臼

一

f
正

う

一

年

金

相

談

令

官

J

希
望
さ
れ
る
方
の
た

史
認
諮
問
M
m
m
九

盟

問

川

町

一

家

の

照

り

の

点

検

を

一

め

に

各

地

震

に

お

伺

い

す

る

。

ぜ

、

休

か

い

け

弔

月

(

に

」

に

、

翠

多

京

一

空

き

巣

の

足

場

に

利

用

さ

れ

や

一

ひ

ご

利

用

を

。

は

が

の

っ

し

I

H

イ

し

?

月

一

ず

い

は

し

ご

、

均

書

箱

中

轟

い

て

一

マ

同

期

日

、

ム

蕩

で

口

惑

に

た

山

植

を

日

ガ

し

設

叩

一

一

市

線

治

暗

ま

ι

h

H

円

ン

ほ

窃

は

一

お

く

の

は

危

保

明

。

片

付

け

て

お

?

と

-
U
月
日
仏
日
(
火

)μ
臼
(
木
)
、

t
ご

崩

桂

川

H

1

ホ

て

年

…

う

一

1
月
一
ぬ
日
一
月
)
ひ
ら
つ
か
ス

務

民

相

談

窓

5
1
一

一

…

内

線

二

九

三

心
人
権
法
樺
相
誠
九
日
円
日
日
(
火
)
、
ー
丹
U
E
(
火)、

公
行
政
苦
情
相
談
戸
日
時
1
日
時

〈
〉
一
軸
法
揮
相
談
日
月
同
日
(
水
)
、

i
月
日
口
(
ん
念
、

予
約
制
(
電
話
て
も
可
)
、
日
時
3
日時

。
臨
且
開
晶
、
世
託
、
制
緩
相
談

1
月
0
0

日
(
金
)
、
日
時
i
M時

〈
〉
一
紐
市
出
比
相
殺
毎
日
戸
た
だ
し
、
土
院
は
日
時
ま
で
、
日

躍
匂
剖
円
卓
第
2
・揖
4
f
醍
は
除
く
)

〈
〉
消
費
生
活
椙
説
ロ
月
日
円
(
金
)
、
お
日
(
金
)
、

i
月
8
日
(
金
て
9
時
i
同
時

ウ
定
問
年
金
持
識

1
月
H
H
(
木
)
、
刊
時
1
日
時

〈
〉
下
鵠
取
引
相
談
円
一
月
日
日
(
木
)
、
日
時
均
分
j
S
M
時

八
〉
住
宅
相
談
(
新
築
補
悼
な
と
)
日
月
日
口
(
火
)
、
日
時
、
ー
同
時

を
青
少
年
組
談
窓
(
市
民
セ
ン
タ
ー

)
M
i七
…
一
一
一

N
j
s
金
曜
日
日
時
1
日
時

L

ム時
h
↑
は
日
時
ま
で

や
悩
を

E
は
砂
ヤ
ン
デ
テ
レ
ホ
ン
砂
お
!
七
八
一
一
一

O

月
1
L
L
M
峨
日
。
時
(
、

ι

同
時
出
八
汀

福

技

会

館

お

二

一

一

一

三

去

っ
心
配
ご
と
相
識
経
過
片
曜
日
、
日
川
一
1
1
口日付

ハ
〉
専
門
(
法
棒
、
金
融
、
住
宅
、
医
嘩
)
相
談

l
月
H
日へ木)、

日
時
t

う
印
時
予
約
制

。
生
活
支
擢
相
設
毎
週
月
r
、
金
曜
日
、

8
時
叩
分
〈
、

I

打時

¥
〉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
該
毎
週
月
3
土
曜
日
、
8
時
却
分
3
口時

(
土
曜
日
は
は
時
ま
で
、
第
2
、
第
4
土
曜
は
除
く
)

〈
〉
結
婚
相
識
揺
週
日
曜
弘
、
叩
時
1
日
時
(
第
3
日
曜
日
除
く
)

〈
〉
母
手
相
談
・
車
縫
児
童
相
談
葺
週
月
一
1
3
金
曜
日
、

9
時
1
日
時

八γ
高
齢
者
職
業
相
設
毎
週
月
3
金
附
H
、
9
時
的
汁
う
れ
山
川

(レ
4

曜
日
は
日
時
ま
で
、
第
2
・前
i
i
i
w
日
を
除
〆
)

〈V
婦
人
相
談
毎
月
期
2
木
曜
日
、
川
時
t

、
九
時

71号



(3) 平成4:1'手守 2)'弓守 5Eヨ g玉幸喜i主F

年の瀬は、各家庭ご大掃除が汀われるため、 ['11さ

ーれるごみの泣は非常:こぎくなる。しかし、"f'J、 安f

はごみiJX集が依みとなるため、うコかりして以集日

を間i主ってしまうと、、仁川をご A 心れでJ飴ごづふう

になってしまうことも考えうれ叩

年末年始むこみの山 ~}jそよく時♂し、決め

た 自に 、忘 れに して いた だき たυ、なお、し凶

収集日も許せてるピペ

燃 せ る ご み
今年は、収集カレンダどおりの収集と

なり、 年末は30日(水)まで収集し、勾始は 4

5りわからの収集となる。

[!寺ー木曜日収集地区〕

末 12月28FIげれまで収集

空手女台 1 JJ 4 日(月〉ヵ、らJIX集

{火・金曜包収集地主主]

年末 12112913 (火)まで収ま長

年始..1 FJ 5 (] (火)から収集

[水・土曜日収集地区]

年末 12n30日(ホ〕まで収集

年始 1月 6臼(水)から収集

{月.7)<晦金曜民収集地区]

年末 12月308(水)まで収集

年始 1月 411 (月)から収集

燃せないごみ
年末 12月四日(月)まで平常どおり収11，
年始 1月 4日(月)から平常どおり収集

資源再生ごみ
年末 12月28El(月)まで平どおり収集

年始 1月 4El (月)から平常どおり収集

臨時ごみ
年末 12月29El(火)まで収集

年始 1月 5El (jりから収集

ただし、申し込みの受け付 けは12月 26H

(土)までのため、状況によっては年明けの収

集となる。ご了車を。

とき 1月 15Eヨ倹)
午前10時羽分~J2時

会場平塚総合体驚舘

{内容}

• 10 : 30 式 典

・11: 00 記念コンサート

。演奏字w恭平とザ。バードウォ

ッチャーズ@スーパー .I ~ンド
ザ。バードウォッチャーヌ

く〉数 湯川ゅう子

主 青少年課

19R内ーモダンシャズ1f栴奏するクル ブとし

て結成。 1同 l年人欄成のヒゾグハンドにな

って捕浜、鞍択でジャスコンサートを問慨。

71 

。 日 時

。 会 場

1月21臼休)13時罪悪演

市民センタ…

主席 1去[1 婦人の主張(入選作 3編)

第 2吉s j'石原t見守こオンステージ

毒事務し込み 官製はがきに住所、氏名、年齢、

職業者旨明記しJ守 254平塚市宝町 3_. 1 M Nピ

ノレ内 ひらつかスカイブラザ 女性行政推進室J

へ~ "むぷ21-7500

芯 l，400人(保有あり、定員人)

童書49ア営



(4) 平成4年守 2月守 58ら

毎
年
恒
例
と
な
っ
た
産
業
ま
つ

り
が
克
約
台
体
育
館
を
会
場
に
、

関
か
れ
ま
し
た
。

同
畑
り
出
し
物
、
お
買
い
得
な
物

岸
午
革
め
て
、
み
な
さ
ん
会
場
内
を

辺
り
歩
い
て
い
ま
し
た
3

催
し
物
コ
ー
ナ
ー
が
特
に
人
気

が
あ
り
、
花
巻
市
コ
ー
ナ
ー
で
は

り
ん
ご
が
、
一
一
向
山
市
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
み
た
ら
し
だ
ん
ご
が
飛
ぶ
よ

う
に
売
れ
て
い
ま
し
た
。

体
育
館
前
広
場
で
は
、
漁
部
鍋
、
ま
つ
り
も
総
合
公
開
闘
を
会
場
に
関

お
も
ち
の
サ
ー
ビ
ス
に
行
列
が
で
か
れ
、
た
く
さ
ん
の
ジ
ャ
ン
ボ
か

き
、
あ
っ
と
い
う
問
に
口
品
切
れ
に
か
し
が
ち
び
っ
子
た
ち
を
迎
え
、

な
る
光
景
も
見
ら
れ
ま
し
だ

d

穆
同
を
凝
ら
し
た
殺
し
み
の
あ
る

問
時
に
J
A
湘
一
間
の
で
て
こ
い
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。

γ助と:iま芸ぎ主
口市J，ぃ歪言?

山口/ふ rーJ
i コミ いけ公
ン o オLJt 

h Hi 
)序 オーキ日

干'J続可る

二 flJ'-Jにで分

量蕎 訟をき定

量zq主2
1雪 ミ考会
8成 1いにを

託金 三弓喜2
J-_ r}) 資

f 審員企

。
高
m
門
宮
杯
第
4
期
金
B
本
ジ
ュ
一
一
ア
ユ

i
ス
滋
事
権
大
会

・
ロ
月
刊
日
日
(
土
)
ロ
時
、
お
時
日
制
分

1
回
戦

-
U月
初
日
(
日
)
日
時
、
ロ
時
間
判
分
準
々
決
勝

担
問
有
料
(
高
校
生
以
と
一
千
円
、
小
・
中
学
生
五
百
円
)
、
前

売
券
は
チ
ケ
ッ
ト
び
あ
で
発
売
中
(
一
般
八
百
円
、
高
校
生
五

百
円
、
小
・
中
学
生
三
百
円
)

。
第
九
回
全
輯
国
高
等
学
校
サ
ッ
力
選
手
権
大
会

・
1
月
2
臼
(
土
)
ロ
時
日
分
山
城
高
校
(
京
都
)
対
郡
山

高
校
へ
福
鳥
)

H
時
同
日
分
佐
賀
高
挙
両
校
(
佐
賀
)
対

桐
蔭
学
題
高
校
(
神
奈
川
川
)

・
1
月
3
日
(
臼
)
日
以
時
日
分
呂
田
市
中
央
工
業
高
校
(
一
一
一

重
)
対
光
星
学
院
高
綬
(
青
森
)

日
比
時
日
分
近
大
付
属
和
歌
山
高
校
(
和

歌
山
)
、
丸
岡
高
校
(
福
赴
〕
の
勝
者

対
れ
い
め
い
高
校
(
出
血
児
島
)
、
愛
知

高
校
(
受
知
)
の
勝
者

揖
有
料
(
中
学
生
以
と
一
千
円
、
小
学
生
五
百
円
)
、
前
売
券

は
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
、
チ
ケ
ッ
ト
セ
ゾ
ン
で
発
売
中
(
一
般
八
百

円
、
中
・
高
校
生
五
百
円
、
小
学
生
一
二
百
円
)
、
総
合
公
愚
管

理
事
務
所
で
は
一
般
券
と
小
学
生
券
を
発
売
中

。
毛
の
ほ
か
の
大
会

・
1
月
間
山
田
(
日
)
8
時
初
分
第
初
回
市
内
一
田
川
駅
伝
競
走

大
会

712 

とき

会場
企員長売 民芸品、漆器(南部主主り、秀僚主主り)、

南部鉄器、菓子、漬け物、地湾、ワイン、

酒味うどん等

口実演と簸害警 こけし、忍び駒、花巻人形等

合産地産主送 りんご

白河い会わせ 交流親善課(内線596)

と

2 湾 18 El(刻~20 El(:士)

平塚ー;奇w飛騨の見学

高山(治)一高山市内見学山{'I:

混泉(治) 東尋坊 越前自甲…平塚

費用 46，OOOf守(先着45人)

取しiるみ 交流親善事録(内線596)

習出

とき



11エ報b

ル
、
そ
し
て
長
男
は
空
一
子
を
討

っ
て
お
り
、
こ
の
点
員
会
帯
に

昇
級
し
ま
し
た
。

む
私
の
ふ
る
さ
と

窓
閣
か
ら
車
で
1
時
間
、
噴

火
湾
に
拐
し
、
約
m
J
M
い
の
海

岸
線
を
も
っ
義
浦
町
内
は
、
「
豊

雨
水

墨
選

手間建物の所有者が設援する部分

事事49フ号(5) 

一
四
い
ち
ご
」
の
政
治
と
し
て
十
一
様
を
歌
っ
た
滞
緩
茂
庁
、

国
的
に
符
名
で
す
が
、
私
は
掛
川
野
鉄
賞
。
品
f
の
歌
碑
、

滞
町
文

7
締
八
ム
問
問
を
紹
介
し
た
撃
の
絡
事
時
が
政
ぶ
公
開
閉
で

い

と

出

品

い

ま

す

っ

す

P

利
払
は
ど
れ
も
い
な
い
こ
こ

こ
の
公
国
陸
地
問
川
和
町
出
年
に
日
で
の
海
の
嵐
長
が
北
海
道
ら
し

本
で
初
め
て
の
文
学
碑
公
閣
と
く
て
好
き
で
F
ね。

し
て
完
成
し
、
軽
減
の
支
レ
い
く
牟
塚
に
住
ん
で
の
感
想

京
の
山
川
り
の
雑
木
林
が
い
い

で
す
ね
。
自
般
が
い
勺
は
い
ー
で

日
明
れ
て
い
る
と
主
は
れ
取
点
で
そ
y

L
r
h
c

ピ
ピ
、
わ
+hhi

汁
り
こ
友
す
と

-
1
7
}
ノ

R
i
t
-
-

い
る
市
長
の
交
通
ハ
む
が
多
く
危

険
な
た
め
、
歩
道
を
造
る
な
ど

の
整
備
を
し
て
ほ
し
い
て
す

ね

。

(

土

日

出

)

{
募
集
〕
内
分
の
ふ
る
さ
と
を

諮
っ
て
い
た
だ
く
コ
i
ナ
。

ふ
る
さ
と
の
紹
介
、
市
塚
に
住

ん
で
か
ら
の
感
相
い
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

〈
〉
送
り
先
一

Tm平
塚
市
浅
間

町
9

1

平
塚
市
広
報
広
聴

諜
「
私
の
ふ
る
さ
と
」
係
(
内

線
一
二
四
)

12J号は保険税完納月罪悪

2孝行信鐘2空言語::室長さ2品22
iき52星高高 一三露草護主護主長雲警
たとレと子荘、始 村るーね庶いす、子大すとた

2215isidrftHEiE 
21iPESKJfi 君 ~et 詐 72

新務経議講演金 霧暴言語足許幸
男野寺 1 Jヲ138持母午後 2時~ を金~苦闘 の二
会 場 平 塚 商 工 会 議 所 石 川 どおじ
演題激動の附と[[本の進路 で 11 江主語
言葺富市 月時部f白桔IJ¥; し、 v 信虫

ンタフライズレス る 一 転漢字
←一ノ メー 丈 f~l 旋「理る

取し込み を観突商業係(内線ユ凶) カfJ しにみ
「苛 ;工] ーと a;( U) 

;-M仁 ぬお謀総総議 ひ午汗123?:号事浸本通告』
)H J qz議議議霧襲撃襲撃 と 長崎宗主己主主野望き告透寄率島長

123騒騒欝麓麓議欝麟襲哀 円52H日??予工を日
鱗蹴鞠麟麟開鵬幽翻糊献ザマT脇摺怨閥均 f氷 山 村栄お足与 ZF主主主大聖法紡お出来

み芝; 与全長、是主芸雪号合恵三をぐ 議
0) 一義ブ し1 ノk三〉 六ご下、。、 r の

v 異い畿幾議緩綾織繁繁務 ぎ数料専約判官織機約機手1] 五 る本おきこせで

32守主祭欝竺笠宮主主主認識占拠おい端信号手 ご立左足き京
d U 議絞長襲笠静鶏参議拘鰯鱗的夜 中 出:努主力:ミ与問

552Z響議誌と "え護可54S2
fll荘 返り議遂事弘 、よ議議 マ i ヤトポ

i ij警官需壁一一一J72 igfii 
21yii;11fii!日Uizi引;i;isド1ijfi弓jiiHTiii
バRJiRL:日仏(22iJ178HHUfさで 56j25時dhfEF32
52qHHHijUfH)122三TipifE{7jjuirrtf 
-21215J117:江戸1み ?173主よiυ?言言 fti
J1X祭宅福主主与さ苦手占孟 K I!言語完宮市 il/，ど三金嘉手 ZZ示系色工夫Zξ へ友二幸三

支計きょドリせJ1252奪三市 j町村警護重量訪日官三日 1言問
れあ言雪山格 F J24 董Fケ市 営 ;F J品jA 警限匂皇二主わh司市市?予、1

皇品震る綴ぷ芸子=日宮三ι己 f「:汗円 住 (い川fd;A げi汗? 重れAdG誤~歳認d芸iiさ句笠へh大 :月
な斐巳害EHz:?1?戸与jえK 主2F~一 I妄 至芸??H 44肝士一目 7 

日目当日A256pijZHLFJ霊山出 品1
FLF1王日三副-iJE三~子i一日F とさ!日三五三吉忌 5 ';三日戸IZJ

S-Pjr iHJ --て主きょ2之附で↑聞と主人生 J: i三経十~ 結言 ) j ほhl， hh 1:ßざ子樹乙 ι庁長司 H~ と iン{、

三日 ??F121HaU221董:日出2;5jU暴言語iiFhlf
k 築 C 8，]- ~!Iリ '2，tI今時(時1 己キ L U) 立坪 i皆千浴日コ デ 仏 τ 千一 一 J、 ， 

む ?iizin寸 HHSJE;臼計三日日空t室?rzノ¥

24 2J 五五みとあき~， .こ 敗 宮 小 型F部合成 人議 ス正己
。f平 時 打 LJ " ミ)後 15 なるた山つ )て刊森 原資菊て以!fl 小 と大 J主

Lモ，~l'({，H~rRf~:lß: J誌でィてをJ芝ると、ー

かかったfinJの 7-，~IJをいが乞、っ

ている。!Ijj;{j冗は、このためX切な則一

組むので、納期|人jに納めよう L

初、li 保険苛 7安課(内線Z.jH)

。発的合体育書官('.仏ιn :J():=;7) 

@開放種目 ，;リ求、ハ k ミントン、ハスケ

下、秋域、パレー(16itらへ l

， 12月 21 臼(月)午後 1 時~8 時1J寺ヨ(月ノ

/つ金E潟自公民室鍛宮イ体卒苦務著宮鎗吉 引3行 .. 汀u渇削6引) 

〈ふ〉金呂公E民毛童鍍宮f体本予薄寄館 (はlけtれU川f川ω山品山1勺三却→ O川川l日川(1)

く心〉宇衿中E沼自恥全公王E渓完宮鍛宮体予脊寄室鮫室 (，ぺt"，，/，訂 問023叩制9引) 

く心〉旭菊公E民走童鍍宮体事脊著館 (¥ぺ心i
固開放揮話 パ レ 一 (9 時~，口3訓げ時子引〉、パドミ

ントン、引球日卵子~lG行日、パスケット

i16ILF~~~n作目

脅 12)寺21臼(月)午前 9時~午後呂
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〆←士郎1よ

近 子供lO()人く;S1"行限〉

V 少年少女美術教室主

粘十ではにわや終l>く}出を y~ り、糸悦きぞ
してみゐ。

. tHY J JJ:nfト:l}jl:H!の [1]週 J-fl(J~ f 1、

すでおむ'1

tらf1l1 J.1 H :r~'日叶

e 会場 グ勾会鮪均三ζ

今ノ小γ4勾〆 ρJ 人く'lぷ

結'i>

a タ0JJIl米l- 1，()()())'J 

〆開舘時間

火一端f1 9 吋~ 2JrLj::;O汁

(日時 1Iのみ !)ii与、 17昨)

1体宣言El ι昨 i、 12)J幻 11 今ぶ

(12fJe:)i j ，~ i J! ，j [ 1) 

r腎少年金鵡

子 251桟間町 41 右訂 7029

合市主主アートギャラリー

ノ勾大師会交イヒ祭}

会期 12Jl17H (木) ~2 1) 1J ([1) 

1絵画教空作品展]

会期 12}:-J18H (金)日 1)

[勾i117l"!湘南に主主抵協会出}

担ゴモJtlj 12}j2:lf1 (初[.) -~27í j (t1) 

{湘南のゴッホ矢羽々ぎを}

命全怒凡 611 (水)~日 H (火)

[1詑 汽 小 校 絵 画 展 }

主主l1Jl lJJ14日 〈ホこ) -~17H on  

「子関賠時間 9時 30分、 16時;)()分

1す体鶴間 毎週刊暇H、句点、始(l2J)29U

~ 1 fj 4 f_]) 

v英樹舘キ内八幡11 :}を;出品 2111

ぉ会副博物館科教、 1 ぐ1I山本)Jli>

v体験学習「服(1;ここ)作りj

2 f 11mのfI科で角f札を作ってみる。

'11れ 12凡 2:>[1 (金 9!r テ~12時凧粍モ会

11民く、 1(U  9町、1:ヌ汁 川市、を作る

岳会場植物船科学教吹

/}'，ノ1"， 30 人ゆll L.1i>、小戸 1~ 1 

'1分は父}ef，引 10)こと

参加lt1i' 4i)[)f'J 

・申し込み 12JJ lRけまでに社告はがきで

すプラネタリウム・沈まない太揚

宇 部 に よ っ て 刊 の 「 た り が 変 化 す る 操 了

や、 1 fj中A闘が羽_，更ない現象を解説する 0

・期間 ~ J }JI0!-l (lj) 

般投 掛け l汁 nr{j'!Jの 11時、時

第t弘木守 1印lPJC'ifi、 ノ 9廿手ヵ、ら i持Yメ3

ウンタ で組皇帝党公)

L 間賠時間 91時~16f1寺町)分

υ体酷夜 毎週刊昨日、年主主始(l2jj29fl

~ j fj 4-!l) 

考キ吻倉宮 千受l間際Jlつ 41 5111 
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3帥 2) 大磯駅徒宇 3分

a 大輔町立主君醤館箆時分額 六機町月点 6

10 (，;--ll~t71 -9977) 大仁総駅ノ、ス月京之

さ 1ラテ

・ ニ 宮 町 図 書酷 :再開 'i~-Ç %l η 

1784) 吋拶..;ikノ少 3ジ}

治開館時間

火~日i配 H 9 ILJ~ 16日j'soタ〉
〈金昨日のみ 1'f.' 1'.宰、参考唱は 9 時~lb時

50ラjト)

三年イ木倉宮日 *1i;JljJfJ始。日、 涼;勾安台 (l?-JJ29ff 

~-l rJ <1 ll) 

.(:{中史E亘書室官

字 254浅間町12 41 屯，j，li:n

闘
す冬休み人形劇「替わたりj

白沢悶泊0)，*，-，イ乍を、劇閉「なるにあJが l

出する。

日時 12rJ2SH (余〉今前の部II時~、今

後の部14日

・会場 {封書鮪 3階ホ ル

-入場券当日、こども立で配布門前の部

10時40分~、午後の部 13時40分~)。先者名

160人

すこども映画会

--12月20日(日 )10時・ 14時 3階 ホ ノ レ

「訴 はきている はnの物語 j56分。12月27臼(臼) 10時.14時 3階ホル

IミツキーマウスのメリークリスマスJ26分

f3Tr-j物詩冬“クリスマスイブのなぞ j

2;)タJト

3階ホーJレ

会クリスマスのつどい

業しいしま勿、ゲームなどのほか サンタ

ク口一スからのプレゼントもあるつどい。

。111咋 ι2fJ 191 1 ì4 仔手30ラF-~16弘子

古冬期特別展「砂丘の発見、潔議物の後界J
漂着物を拾う会で先めた資料を通υ て、liI

境問の白黙やその変化について制介する。

国期限 ~1 月 30 日 U.) 

'会場 博物館 特別回"ζ己主

{記念:講黄金事海辺の白保観盤]

• H除手 1 Jj23f 1 (L) 14除手へ 1611.)'

・ 会 場 博 物 館講掌〈入場日出〉

・講師横割引rh自然博物鮪林公義氏

1:r裂を~る会 f冬の裳座j

オリオン}悔やブレアデス民間を眺める 0

・日時 12月間口(金) 19時 ~20時30升

((~ 1丹 10日〈臼) 10時・ 14時

fきかんしゃトーマス J40分

合公立図書喜吉宮(3f有2町)のご利用を

平塚市、輩野市、伊勢郎市、大礎的、 目

指丁の 3市 2町では、公立図書簡の仏域利用そ

始めている。この地域にお伶まいのJjなら、

どなたでも利閉するととができるが、UXl丹の

貸し出しには偶人利用券が必要となる。位 F折、

氏名田確認 で き る 物 ( 免 許 証 、 保 険 証 な ど )

ぞお持ちになり手続きを。

-畢野市立図審輯幸野市平沢94- 1 (寓話

81--7012) 渋沢駅パス文化会館前ド'i1徒歩

3タテ

・静勢原市立図書磐館 伊勢原市問中76 (屯話

92--3500) 情野原駅パス行政センタ 前ト

車 捷 害 1分

・大確認T立図書磐館 大磯町大磯田刊誌話61

iヰ



重苦49ア至雪

から 1年以 J-1年 6か円以内に 1

[，'1':豆ける

臨時報ノJ詰 ifl民病院ー共済病院の

みで作 itiJを辿じて接碍できる。接

揖[jは訳語，1>とご相説を

響調料会 無料

鶴楳検証、吋子鵠鹿チ帳を持参

〈ア〉

骨イ家櫨センター

中里34---17 電話34--0311 

駅前パスターミナル 5番綿 中沼

経由日向岡行または諏訪町経由市

民病院行 f箆癖センター前j 下車

由平寧埠鍵南

笠原町 2--21 電話32--u130 

駅前パスターミナル 2義組事野

駅行「常林署前」 ド車

輔対象 1議以 l-:_6鵡未満の乳幼

児。 1舟 6か汀から 3成までの間

に受けることが望ましい

輔接樟ノバよ 開業医、病院で掩揮を。

接顛flは氏師と相読を

輯 料 金 鵠 料

調部険証、時子擢様王帳を障害

ャ 1i1'2611 :11-す it:!2111~:)J [1メ

[ 3麗兇]

.lj-j7 li予llf-j1 

. 1 ti21 1 {n 1}-J16rl~--3() 汀
生後10か flから l員長米満の乳幼児

が受ける憧蹟詮査。r母子鍵麗手帳別

冊 lを持番のうえ指定の民壇掛β尽で

受診を。

覇第 1期対象は 3か月以上 4議 木

満の乳幼少と。 3週間からお週間の

間隔で 3["1受ける

醸第 2期第 II挑む 3剖 rlの捧開11

ヵ、ら 1 作 U}~ 1作 6ヵ、付主"人jι1

["1受ける。 5成 6かJjに速するま

で去をけられるが、 4歳までに終 f

ずることが望ましい

輯開業氏、捕前で接栂を。接積[]は

医師とご相談を

癌保険証、付 1ペ憶説子!障を持主会

ぷ議

醸対象 3か月以 l-:4議未満で、 B

CG接棋を 11"1も受けていない乳

幼児

盤的]業訳、ブ内院で能額を。拡時11は

民射1とご相談を

翻伐}険ぷ、付子世fJtf'I!F<-x問答

鶴対象 1 rJrtに 8かnから 1設に

なる乳幼児のお母さん

盤Ii時 l}]1:Hf !""f前日時、日時

醸会場 、ド場保館所

翻時 f健f金子帳、室長引弓良を持参

鶴相談日 揮週水曜H

購時間今前 9 時30分~lO時 30分

鋼会場組髄センター

羅 内 容 体 窓 測 定 、 来 盤 、 病 土 川

てノJ、予防接穂のことなど

盟可子健}茨子艇を持巷

襲安

輔対象 EfHぜきの予防接離を受け

る品安のない字幼児。

・ UVJ :3カサjμ1..l-~ 6ぷ宮永;力結の才L
幼児。 1週間から 6週間の開制で

--¥("j受ける

:お之 Wj 凱 ιWJのけ【 lfj白子安部Ll

鶴対象 2歳 6かnまでの乳幼児

覇相談日 1月日目、 18日

調時間午前 9 時~10時

璽申し込み 電話で平塚保融研へ

舗前賠(妊据 6か月までの方)

1 ]j 11 日午後 l 時30分~4 時

舵組 l'の体の変化と過ごし方

1月 18fl 今後 1 時30汁~'4 時

お付さんとあち令んの簡の樹生

!日 今前日時30分~今後 2時

;1賑'1'と場挫の世長(調理:だす'/)

覇控期(妊掘 8ヵ、月却陣の方)

1 jj291-j 今後 1 時30分~4 時

お持の進み/iとPYU灸の過ごしん一

2fJ6H  今市19 時30分~11件以)分

。かちゃんのおふろ(実習〉

盟会場 14'.健センタ

擁の，/j'LlJをてからご参加を

醗 u 控出 r帳、けそ{

衣
服
を
脱
が
せ
る
よ
り
先
に
本
…

を
か
け
、
ま
た
日
脱
が
せ
に
く
い
…

と
き
は
、
は
さ
み
で
衣
綴
を
切
い

り
取
る
こ
と
。
や
け
ど
の
表
面
…

に
油
な
ど
、
余
計
な
物
を
塗
る
い

γ
こ
と
は
良
く
な
い
。

な
お
、
や
け
ど
の
程
度
が
竺

く
、
水
ぶ
く
れ
を
つ
く
ら
ず
、
リ

少
し
赤
く
な
っ
た
ぐ
ら
い
な
ら
い

治
療
の
必
要
は
な
い
が
、
や
け
一

や
け
と
か
ら
赤
ち
ゃ
ん
を
守
ど
の
面
積
が
子
供
の
手
の
ひ
ら
一

る
た
め
に
は
、
凱
い
物
が
入
つ
よ
り
大
き
い
と
き
ゃ
、
水
ぶ
く
い

た
等
器
や
ア

f
ロ
ン
な
ど
を
手
れ
が
で
き
た
り
、
皮
が
む
け
て
ト

に
触
れ
る
所
に
日
ご
ろ
か
ら
置
い
る
時
は
、
十
分
に
冷
や
し
た
せ

か
な
い
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
後
で
、
病
院
で
手
当
を
受
け
る

不
幸
に
し
て
や
け
ど
を
し
て
こ
と
。
そ
の
燃
に
は
や
け
と
の

し
ま
っ
た
場
合
、
家
庭
で
の
応
薮
面
に
清
潔
な
ガ
ー
ゼ
そ
あ

急
処
賓
と
し
て
は
、
一
に
も
一
て
、
怒
気
に
触
れ
な
い
よ
う
に

に
も
冷
た
い
流
水
で
約
…
一
一
寸
分
量
る
ご
と
が
大
切
で
あ
る
。

冷

や

し

続

け

る

こ

と

で

あ

る

。

(

健

康

討

課

)

(w
物
も
あ
る
の
て
こ

rfホ
を
ぐ
(
サ
ー
ク
ル
持
問
)
、
へ
と
へ
ノ

作
用
品
在
誌
は
川
出
は
、
地
域
つ
く
り
ド
、
ヘ
ヒ
カ
シ
ト
、
拘
置
、

課
市
民
生
活
保
(
内
線
一
六
一
)
へ
段
ベ
ッ
ト
、
エ
ア
コ
ン
ハ
ソ
コ
ン
、

や
譲
り
た
い
物
ヘ
ヒ
ー
た
ん
す
、
へ
払
(
文
タ
イ
フ
ラ
J

タ
!
カ
ラ
!
一
ア
レ

ピ
l
ふ
と
ん
、
台
所
同
一
ア
!
ブ
ル
と
い
ピ
、
脱
水
機
、
ラ
ジ
カ
セ
、
ふ
ろ
お

す
2
脚
、
ハ
ィ
フ
ヘ
ノ
ト
、
ハ
ソ
コ
ン
け
、
ふ
ろ
議
、
ヒ
ア
ノ
、
自
転
車

(
M

み
な
δ
ん
の
こ
協
力
で
問
い
行
わ
せ
フ
リ
ン
夕
、
オ
〆
ル
ヒ
J

タ
¥
ミ
勺
、
刊
行
〆
、
開
勺
、

M
H
J

部
H
J
、

が
明
え
と
い
る
。
問
い
ん
川
わ
せ
そ
い
だ
シ
ン
、

F
動

E
糸

財

み

桃

子

供

用

一

輪

家

、

た
い
た
と
き
に
は
、
心
諮
っ
て
ほ
し
い
物
ヘ
ヒ
1
へ
ノ
ト
家
、
一
っ
す
と
き
ね

必

制

管

轄

臼

開

民

幻

晴

公

湾

総

失

1
午

中

ー鐙 歌麟C，フィリアム・テル J予

交響曲第 5番勺翠命J から

著書織し込み はがきは人1枚)に、

伎所、氏名、匂齢、電話番号をぷ人し

「〒254平塚市追分 1--20中央公民

館 Jへ。定員になりしだレ市帝め出る。

入場討は小学校 J公生以?で、保 {i

希守z行は有無の言己人を。

真書簡 1 守 14Eヨ休)~19El(大)

会主義 ひらつか市渓プラザ

{内容] ①須賀の今昔コーナ

③梅と魚コ ナー ③まつりと史跡

コーナー ③ホ斑加 Tコーナー

在員水産加工品の民1賢

望号〉捕ニヒ誌の紹介、開発

@ミス七タフラワーキャンヂ ィの配布

.1月 lSE-H持、 16日(tj、 17口(円)

1 
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出
掛
町
議
事
晶
が

製
造
業
に
属
す
る
全
事
業
所
を
対

象
に
工
業
統
計
調
貸
{
通
商
産
業

省
)
が
、
日
月
出
日
現
布
で
行
わ
れ

る
。
詰
d
l
さ
れ
る
事
業
所
に
は
調
笠

員
が
お
伺
い
す
る
の
で
「
品
力
を
。

詳
し
く
は
、
総
務
課
統
一
計
調
査
担

当
{
門
雑
三
四
九
)
に
お
尋
ね
を
。

市
営
錦
町
昨
事
場
の
増
設
工
事
が

終
わ
り
、
約
百
台
分
の
駐
車
ス
ヘ
ー

ス
が
増
え
て
い
る
。
官
業
時
聞
は
目

時
間

(
1
月
1
H
Uみ
休
み
)
と
な

っ
て
い
る
の
で
こ
利
用
を
。

詳
し
く
は
、
開
発
公
社
(
電
話
回

五
七
八
)
に
お
尋
ね
を
。

臨報ひらつか

当ママ時寸
三百11会 3 日

濃練場 11時
i事 Pヨ 子
税容旭 12 
臼 、 月

惇f 20 
震報校 日
度民 「

体 遺 日
鞍・ ) 

午
出 忽 諸ij
火子 9 

言語49ア号

号

エ

イ

ズ

は

、

数

開
"
と
年
前
ま
で
は
外
冨

の
病
気
と
怒
っ
て
い
ま
し
た

が
、
今
で
は
問
団
内
で
も
争
く
の

患
者
が
発
生
し
、
新
-
間
な
ど
で

も
大
き
く
取
り
仁
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
将
来
あ
る
お
者
に
ま
で

も
広
が
っ
て
い
る
エ
イ
ズ
に
、

市
で
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

(
榔
殿
原
蕊
一
さ
ん
)

エJ
ス
は
「
今

お
答
え

世
紀
最
大
の
人
類

の
敵
」
と
呼
は
れ
て
い
る
よ
う

に
、
市
民
の
社
会
生
活
を
脅
か

す
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
市
は
田
町
と
連
携
し

エ
イ
ズ
の
正
し
い
知
識
を
得
て

も
ら
お
う
と
講
演
会
を
開
聞
い
た

り
、
パ
ン
フ
レ

y
ト
を
公
民
館

や
公
共
施
設
に
鷺
い
た
り
し
て

い
ま
す
。

な
お
、
日
本
で
の
エ
ノ
ズ
の

都
練
ほ
か

マ
問
い
合
わ
せ
先
訪
災
課
防
災
Mm

(
内
鯖
一
一
一
五
七
)

ヂ
成
4
年
度
平
塚
市
公
共
下
水
道

排
水
設
備
技
術
者
試
験
が
行
わ
れ

る。マ
試
験
日

2
日
5
日
本
軍
〕

マ
試
験
会
場
勤
労
会
館

マ
受
験
申
込
書
の
問
4

1
月
6
H

(水

)
s
n日
(
金
)

・
時
間
今
前
8
時
叩
汁

1
午
後
5

4F a
 

-
場
所
下
水
道
総
務
課

マ
受
験
申
込
受
付

1
月
日
汁
(
パ
)

ι
、
回
日
(
金
)

・
時
間
午
前
9
均一
1
1後
4
時

a

場
所
下
水
道
総
務
諌

マ
問
い
合
わ
せ
先
下
水
道
総
務
課

庶
務
探
(
内
線
四
四
じ
)

一
平
理
共
清
構
院
付
属
准
看
護
李
院
}

門

V

受
験
資
格

u

身
共
に
世
晴
な
女

平マ
入
学
試
験

l
月
訪
日
(
木
)
、

四
日
(
金
)
の
2
日
間

マ
願
書
受
付
日
月
日
日
(
火
)

，、
1
1
月
出
日
(
丹
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
准
翁
謹
学
院

(
電
話
泣
一
九
五

O
)

る
流
行
は
主
と
し
て
異
性
問
の
性

行
為
に
よ
っ
て
起
こ
り
、
一
一
寸

代
か
ら
四

f
代
ま
で
の
年
齢
層

に
増
加
が
見
、
り
れ
ま
す
。
エ
イ

{
酒
生
品
百
江
鞘
准
著
霧
学
院
}

マ
受
験
資
格
心
身
共
に
耀
療
な
典

女マ
定
員
却
人

マ
人
叫
一
↑
一
試
験

2
月
お
け
(
木
)

マ
願
帯
受
付

1
月
H
H
(円
)
《
3

1
2丹
泊
口
日
(
火
)

マ
問
い
合
わ
せ
光
同
議
看
護
学
院

(
電
話
泣
一
ニ
八
九
九
)

'
安
出
信
託
臨
む
、
新
日
本
ば
券
、

山
一
証
琴
、
一
三
v佐
伯
M
r
h

の
各
ギ
ャ
ヨ

け

J
l

一
正
月
特
別
出
版
(
絵
酎
、
書
ポ
ミ
写

真
、
ア

1
L
フ
ラ
ワ
ー
、
盤
景
、
鎌

倉
彫
り
)
一
日
月
日
日
(
火
)
3
1

月
お
日
(
円
)

{
誼
悪
法
正
規
講
習
合
〕
一
般
対
象

守
口
町
四

1
円
M
H
3
2け
H
M
f
の

毎
週
円
伊
円
・
水
・
合
同
回
一

υ、ふ
γ
9

手
司

J

ノ

l

!
長

3
t
j
o
r
!

コ
n
u
w
J
j
A
1
2
一f
ロロ

3
4
7
t

9
時
、
日
曜

H
F
t削
9
昨
別
分
i
-

午
後
P
D
時

マ
会
場
一
同
叫
ん
r
舶
、
円
吐
出
ハ

マ
定
日
一
阿
部
人
(
光
符
阿
)

マ
受
謂
料

7
月

{
敬
意
法
正
規
講
明
白
書
)
特
急
法
む

宵
格
者
対
象

マ
日
持

1
バ
白
日
(
日

)
1
2バ

7
日
(
日
)
、

A
2
6
M
(除
く

2

日、

6
日
)

。
時
的
平
日
今
後
6
時
加
分
1

3
寺
、
ヨ
妥
1

ドムリ
3
A才
O
L
T
j

f

H

t
断
i
ノ一

a
f
H
3
Lフ
t

午
後
5
時

守
会
場
福
祉
会
館
、
市
川
内
所

マ
定
員
却
人
(
先
着
慎
)

マ

受

講

料

千

円

{
蘇
(
そ
)
生
占
正
視
議
習
金
}

般
付
象

マ
打
開

2
日
7
日
(
日
)
e
H
日

(
け
ス
〈
L
2
M

事
時
間
午
前
9
時
ら
今
後
5
時

マ
会
場
市
役
出

マ一疋
J

只
加
入
r

先
着
順
)

マ

受

講

料

千

円

令
口
伴
寺
加
て
き
F
C
M
の
み
変
け

付
け
る
。
お
申
し
込
み
は
せ
上
山
田
祉

課
管
岡
崎
慌
(
内
棺
了
。
一
へ
。

附
川
崎
福
祉
会
ご
は
、
身
体
附
り
有
名

ケ
ア
付
ぎ
付
宅
(
市
内
長
持
)
に
人

出
さ
れ
る
万
を
勢
集
寸
匂
。

マ
入
居
条
件
次
の
す
べ
て
の
要
件

を
満
た
し
て
い
る
ん
匂
一
肢
体
作
日

出
ま
た
詰
幹
機
能
陣
釘
の
あ
る
日

角
以

i
の
万
吃
花
時
的
ケ
ア
を
常

時
必
要
と
し
な
い

K
M
9市
山

J

に
1

旬
以
上
お
円
ま
い
の
万

f
A
V

明
批

J

ん
ま
た
は
授
惇
内
、
四
域
作
業
所
に

適
所
し
て
い
る
万

マ
事
貨
ー
か
j
一一

hrι
下
川
(
除

く
食
費
、
光
軌
水
背
)

マ
間
取
り
木
造
干
京
践
で
、

1
口

K
、
ふ
ろ
、

h

ト
イ
レ
47
川

〉
募
集
人
員

1
人
(
る
汽
に
い
ふ
り

決
定
)

わ
V

応
募
期
限
日
月
白
日
(
金
)

ヤ
比
勢
先
陣
再
出
N
M
課
陣
…
I
H

福
祉

惰

(

内

線

)

山
で
は
、
ド
成
目
、

6
計
度
入
札

参
加
の
尚
宏
踏
の
巾
品
別
紙
を
悌
布
す

る
。
希
望
さ
れ
る
業
向
は
子
山
町
XC

を。{
物
品
開
部
〕

守
用
紙
の
一
朗
命

1
川
同
日
(
円
)

1
2
H
U
口
一
九
b
)

F
Uり
三
サ
}
し
1
}
1
字
。
子
、

日

m
p
i
r
n
!
H
l
i
H
3
2
3

午
後
l
時
1
4
M

マ
場
所
官
財
点
(
内
時
刊
)

ワ
頒
布
金
額

1
部
一
「
門

{
エ
事
間
保
]

マ
用
紙
の
頓
ゐ

i
円
同
日
(
円
)

:
J
2
!
?一

、2}
工
[
r
p
j
一

5
H
U
-
h
J与

1
1
?
o
r

u
u
H
M
h
f
Hけ

L
4
l
l
H
3
う

1
T
後
1
時
1
2円

マ
場
所
連
A
町
措
誠
一
門
的
判
叫

マ
韻
引
金
額

1
部
川
口
川

カ九十γ
 

レフンてノの用策サヰマハズイエま諜康鍵

ス
の
治
療
法
や
予
防
薬
の
な
い
マ
市
川
液
が
付
く
恐
れ
の
あ
る
物

現
慌
で
は
、
…
略
式
し
な
い
」
、
は
健
い
捨
て
に
す
る
か
、
山
口
分

「
感
染
さ
せ
な
い

L

こ
こ
以
外
専
用
の
物
を
使
う
こ
と

に
有
効
な
予
幼
子
段
が
あ
り
ま
エ
イ
ズ
の
検
査
や
相
談
は

F

せ

λ
。
そ
の
た
め
に
は
、
次
の
塚
保
健
所
と
市
民
病
院
で
行
っ

注

窓

が

必

要

で

す

。

て

い

ま

す

。

お

尋

ね

く

だ

」

マ

不

特

定

多

数

の

人

と

怜

交

搾

い

。

(

鍵

康

諜

)

を

し

な

い

こ

と

諜

市

へ

の

ご

怠

見

、

ご

マ
コ
ン
ド
;
ム
を
正
し
く
使
う
広
報
広
管
課
広
穂
和
一
九

ツ)しと

検査と惑染しない対策を

勾
末
に
お
け
る
出
持
同
の
ム
ザ
戸
学

仏
刊
は
ロ
バ
剖
什
一
日
」
ま
て
取
リ
問

う
こ
と
に
な
勺
て
い
る
が
、
年
末
に

は
吹
っ
山
市
事
務
か
附
加
し
、
混
雑
か
ιγ

相
L

さ
れ
る
の
て
、
合

3

山
内
山
中
消
、
り

必
簿
謄
公
・
件
ト
仇
・
…
閲
覧
な
と
注
お

い
め
に
涜
Ruh」

〔

Z
3
、

l
j
p
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;7，jお答之込1

出動物保韮センタ (電話58-3411) 

Cは、やむを得ない事，)~tl で飼えなくなっ

たえ、 3前を引き取っている。

l~ L j、利用される Jjは印鑑、メこの鑑

本L 陀射済、受メミ手帳を持率していた

だきたい。引き取り車の停儲f時間はlS分

間。

なお、犬、猫についてのず苦情、キ11談ゃ

野犬の捕獲依頼も同センターへ。

(2Jll日

9 :00 HJ 
9 : 2.) メミ竪子全，}lJ..';iヰ1
9 匁γi-'i1_}}込ftu
10: 20 :(正オく会て仕込m自

敬称略

く〉臼稜

12f]J7H・
1913 • 22El 

26fl・30f"・
1月 13fl和三宇

ノて-)レロ ド、

12月 18HAコ
一プ拠出、 鴻鶴野 ζ)y" 、KR

pj25fヨ咽 1J-'3 ./ "'1歩

10 日駅北口 ※時照 10時 --15時 30分(ただし、 12

月 17f-J" 18日、 22日は13時時30分)

く〉ご協力ありがとうご5いました(11月)
一一敬称略

東海大学体育常任要員会、平嘩商業高校、神奈川

大学ローターアクトクラブ、平理農業高校、横浜ゴ

ム、平場看護学校、三共化成工業、小松電子金属、

日本クラウンコルj 以とE主体のみ)

i器
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